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国
際
連
合
創
設
へ

の
設
計
図

｜
｜
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
と
世
界
秩
序
の
構
想
、

国際連合創設への設計図

は
じ
め
に

一
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ

ハ
門
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ

1
と
戦
後
構
想

口
外
務
省
と
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス

日
外
務
省
調
査
局
の
設
立

二
外
交
史
家
と
し
て
の
幹
持

ハ
門
ジ
エ
プ
と
ウ
エ
プ
ス
タ
ー

口
ウ
エ
ブ
ス
タ
l
・
ノ

l
ト

臼
外
務
省
で
の
検
討
作
業

四
奔
放
な
チ
ャ
ー
チ
ル

三
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
国
連
機
構
構
想

ハ
門
「
平
和
の
組
織
化
の
た
め
の
国
連
構
想
」

口
「
欧
州
評
議
会
」
と
地
域
主
義
の
構
想

お
わ
り
に

一
九
四
二
年
｜
四
三
年
｜
｜
｜

来目

谷

雄
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は
じ
め
に

一
九
三
九
年
九
月
一
一
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
電
撃
的
な
攻
撃
を
開
始
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
イ
ギ
リ
ス
が
参

戦
し
て
一

O
日
ほ
ど
が
経
っ
た
頃
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ

l
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ベ
イ
リ
オ
l
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
で

（

1
）
 

情
報
収
集
の
作
業
を
開
始
し
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ

l
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
外
交
史
家
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
l

ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
（
L
S
E）
教
授
で
あ
っ
た
。

そ
の
彼
が
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
勤
務
を
し
て
い
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
外
務
省
か
ら
の
要
請
と
資
金
提
供
に
よ

り
ベ
イ
リ
オ

l
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
内
に
海
外
調
査
報
道
部
省

2
0釘
口
問
。
湾
問
。

v
g色
刷

5
8
ω
2
1
8一
明
一
宮
必
）
が
設
置
さ
れ
、
ウ
エ

ブ
ス
タ

l
教
授
の
よ
う
な
優
れ
た
研
究
者
た
ち
に
海
外
の
新
聞
報
道
な
ど
の
調
査
に
当
た
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
母
体
は
王
立
国
際
間

題
研
究
所
（
問
。
ヨ
己
ロ
ω
Z
Z
Z
え

E
Z
B巳

zs－kp白
色
同
一
河
口
K
F
）
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、
半
ば
政
府
か
ら
独
立

し
た
か
た
ち
で
自
由
に
情
報
収
集
や
そ
の
分
析
を
進
め
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
も
戦
後
構
想
を

検
討
す
る
上
で
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
つ
い
て
の
優
れ
た
研
究
書
も
刊
行
し
、
戦
後

処
理
に
つ
い
て
の
豊
富
な
歴
史
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ
し
て
後
に
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
、
「
国
際
連
合
（
C
E
Z
ι
z
m－

（

2
）
 

立。ロ
ω
）
」
設
立
へ
向
け
た
構
想
を
計
画
し
起
草
し
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
四
二
年
六
月
以
降
、
外
務
省
で
は
経
済
復
興
局
の
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
局
長
を
中
心
と
し
て
国
連
創
設
へ
の
準
備
作

チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
海
外
調
査
報
道
部
で
は
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ

l
研
究
部
長
や
、
そ
の
下
で

業
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、

働
く
研
究
員
の
ア
ル
フ
ォ
レ
ッ
ド
・
ジ
ン
マ

l
ン
、
そ
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
歴
史
家

た
ち
が
、
長
期
的
視
野
か
ら
の
来
る
べ
き
世
界
秩
序
の
輪
郭
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
外
務
省
経
済
復
興
局
と
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
海



外
調
査
報
道
部
が
両
輪
と
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
の
戦
後
世
界
平
和
を
確
立
す
る
た
め
の
国
際
連
合
構
想
を
明
確
化
し
て

い
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
四
三
年
四
月
一
日
に
海
外
調
査
報
道
部
は
ロ
ン
ド
ン
に
移
転
し
て
、
外
務
省
調
査
局
（
司

2
a官
。

B
8同
g
g
R
v

uouω
耳
目

g
f司
。
河
口
）
と
し
て
外
務
省
内
の
一
部
局
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
も
ま
た
外
務
省
の

一
員
と
な
り
、
外
務
省
内
の
政
策
形
成
へ
と
よ
り
緊
密
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
に
、
七
月
七
日
付
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
、

「
平
和
の
組
織
化
の
た
め
の
国
連
構
想
（
C
E
Z色
Z
巳
B
5
2
8
宏
司
。
布
告
窓
口

m
F
R
O）
」
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
見
解
が
大
幅

（

3
）
 

に
反
映
さ
れ
る
形
で
作
成
さ
れ
て
い
た
。
外
務
官
僚
た
ち
に
よ
る
椴
密
な
草
案
作
成
作
業
と
、
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
外
交
史
家
に

よ
る
歴
史
的
な
視
座
か
ら
の
深
い
洞
察
が
結
び
つ
い
て
、
後
の
国
連
成
立
へ
向
か
う
た
め
の
不
可
欠
な
基
礎
と
な
る
文
書
に
帰
結
し

た
。
戦
後
に
国
際
連
合
が
六

O
年
を
超
え
て
そ
の
生
命
を
保
っ
て
き
た
の
に
は
、
そ
の
よ
う
な
知
的
な
基
盤
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
が
ジ
ェ
ブ
局
長
と
会
合
し
て
共
同
作
業
を
始
め
る
一
九
四
二
年
九
月
か
ら
、
イ
l
デ
ン
外
相
が

提
出
し
た
国
連
創
設
へ
向
け
た
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
四
三
年
七
月
ま
で
の
聞
の
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
の
国
連

創
設
へ
受
け
た
準
備
作
業
を
、
ウ
エ
ブ
ス
タ
l
の
役
割
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

国際連合創設への設計図

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ

ハ
門
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
！
と
戦
後
構
想

戦
争
と
は
、
軍
事
力
と
軍
事
力
の
衝
突
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
世
界
秩
序
を
構
築
す
る
か
を
め
ぐ
る
理
念

と
理
念
の
衝
突
で
も
あ
る
。
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
際
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
優
れ
た
知
性
が
外
務
省

93 



に
集
ま
り
、
安
定
的
な
戦
後
秩
序
を
構
築
す
る
た
め
に
も
自
ら
の
専
門
知
識
を
そ
こ
に
集
積
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
頃
に
は
ま
だ
三
十
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代
前
半
の
若
き
大
学
教
授
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
結
の
直
前
の
一
九
一
八
年
八
月
に
、
陸
軍
省
か
ら
外
務
省
歴
史
局
に
移
っ
た
外
交
史
家
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は、

外
務
省
の
委
託
に
よ
り
「
講
和
関
連
書
（
司

g
g
g。
宮
）
」
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
。
そ
れ
は
後
に
外
務
省
の
出
版
に
よ
っ
て
、
『
ウ

（

4
）
 

ィ
I
ン
会
議
（
吋
宮
内

shミ
aミ
て
な
お
さ
）
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
般
読
者
向
け
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦

争
終
結
の
後
の
一
世
紀
の
間
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
長
期
的
な
平
和
と
安
定
の
条
件
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
そ
の
重
要
な
使
命
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
長
期
的
平
和
確
立
の
条
件
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
し

て
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
、
そ
の
条
件
を
最
も
よ
く
知
る
歴
史
家
が
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
i
教
授
で
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
外
相
カ
l
ス
ル
レ
イ
子
爵
の
外
交
に
注
目
し
た
。
カ

1
ス
ル
レ
イ
は
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
を
考
え
た
の
か
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
記
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
は
、

「
主
と
し
て
純
粋
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
と
い
う
観
点
の
み
か
ら
当
然
な
が
ら
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
大
陸
の
全
体

（

5
）
 

的
な
復
興
計
画
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
相
互
に
補
完
関
係
に
あ
っ
た
」
。
さ
ら
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
の
一
八
一
四
年
の
シ
ョ

l
モ
ン
会
議
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
「
四
国
同
盟
」
成
立
に
尽
力
し
、
大
国
間
協

調
を
基
礎
と
し
て
戦
後
秩
序
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
外
交
史
的
に
回
顧
す
る
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
の
安
全
と
復
興
を
保
証
す
る
こ
と
を
そ
の
外
交
の
一
つ
の
伝
統
と
し
て
き
た
。
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
た
の
が
、
カ

1
ス
ル
レ

イ
外
相
の
軌
跡
で
あ
っ
た
。ウ

ェ
ブ
ス
タ
l
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
カ
l
ス
ル
レ
イ
外
交
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が

（

6
）
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
と
復
興
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
、
そ
の
基
礎
と
し
て
大
国
間
協
調
を
確
立
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
目
指
し
た
方
針
で
あ
っ
て
、
そ
の
伝
統
が
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
を
通
じ
て
第

こ
の
よ
、
つ
に
し
て
、



二
次
世
界
大
戦
時
の
戦
後
構
想
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
ウ
ェ
フ
ス
タ
ー
が
勤
務
を
し
て
い
た
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
に
、

国
際
情
勢
を
よ
り
正
確
に
認
識
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
っ
た
。
当
初
は
イ
ギ
リ
ス
国
際
問
題
研
究
所
（
回
忌
’

Z
F
F
ω
E
Z
件。。コ
E
2
5
t
。s－KF
R包
号
一
回
一
回
目
〉
）
と
称
し
、
そ
の
後
一
九
二
六
年
に
は
オ
l
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
外
相
の

（

7
）
 

下
で
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（
R
I
I
A
）
と
改
称
さ
れ
た
。
前
述
の
通
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
後
に
は
そ
こ
に
海
外
調
査
報

道
部
と
い
う
部
局
を
新
設
し
、
外
務
省
や
、
ダ
フ
・
ク

I
パ
l
が
担
当
大
臣
と
な
っ
て
い
た
情
報
省
と
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
も

情
報
収
集
や
調
査
分
析
の
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
。
主
た
る
作
業
は
、
海
外
の
主
要
新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
お
よ
び
要
約
作
成
や
、

（

8
）
 

外
務
省
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
調
査
業
務
、
報
告
書
の
作
成
な
ど
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
は
そ
こ
で
主
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心

と
し
た
新
聞
報
道
調
査
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

一
九
四
一
年
三
月
三

O
日
か
ら
五
月
一
五
日
ま
で
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
ダ
フ
・
ク
l
パ
l
情
報
相
か
ら
の
提
案
も
あ
り
ア
メ
リ
カ

（

9
）
 

ア
メ
リ
カ
の
圏
内
情
勢
の
実
地
調
査
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
六
日
間
の
船
旅
を
終
え
て
カ
ナ
ダ
の
ハ
リ
フ

各
地
を
訪
問
し
、

国際連合創設への設計図

ア
ク
ス
に
到
着
し
て
か
ら
、
ボ
ス
ト
ン
を
皮
切
り
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
都
市
や
大
学
を
訪
問
し
、
ま
た
ワ

シ
ン
ト
ン
で
は
、
国
務
省
高
官
と
意
見
交
換
を
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
の
国
際
情
勢
認
識
を
把
握
す
る
機
会
も
得
た
。
訪
米
の
報
告
書

で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
ア
メ
リ
カ
が
戦
後
構
想
を
立
案
す
る
上
で
「
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
で
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
と
の
協
力
を
求
め

（

叩

）

（

日

）

て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐
米
大
使
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
卿
に
送
ら
れ
た
。
ウ
ェ
プ
ス
タ

l
は、

「
講
和
目
的

G
8
8
巴
gm）
」
を
明
確
化
す
る
上
で
、
英
米
間
で
学
者
ど
う
し
が
意
見
交
換
を
進
め
る
意
義
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
国
力
の
圧
倒
的
な
大
き
さ
と
、
世
界
政
治
で
の
影
響
力
の
巨
大
き
に
強
い
印
象
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
帰
路
に
就

、．4
’・
n》

・ν半’ハと
こ
ろ
が
帰
国
後
ま
も
な
く
、
海
外
調
査
報
道
部
か
ら
離
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
の
大
英
図
書
館
情
報
部
長
就
任
の
辞
令
が
あ
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り
、
再
び
大
西
洋
を
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
一
九
四
二
年
七
月
に
、

道
部
と
大
英
図
書
館
情
報
部
駐
在
官
の
ポ
ス
ト
が
一
つ
と
な
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
九
月
五
日
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
再
び
オ
ク
ス
フ

96 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
報

ォ
l
ド
の
ベ
イ
リ
オ
l
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
の
海
外
調
査
報
道
部
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
新
し
い
任
務
が
彼
を
待
っ
て

（ロ）
い
た
。一

九
四
二
年
六
月
に
外
務
省
経
済
復
興
局
が
新
設
さ
れ
、
グ
ラ
ッ
ド
ウ
イ
ン
・
ジ
ェ
ブ
が
そ
の
局
長
に
な
る
と
、
ジ
エ
ブ
は
チ
ャ

タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
海
外
調
査
報
道
部
と
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
国
際
機
構
創
設
へ
向
け
た
準
備
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

ジ
ェ
ブ
は
、
海
外
調
査
報
道
部
の
優
れ
た
知
的
な
リ
ソ
ー
ス
を
用
い
て
、
本
格
的
な
作
業
を
行
い
た
い
意
向
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

も
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
処
理
作
業
に
も
加
わ
っ
た
経
験
を
持
つ
歴
史
家
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
存
在
に
、
ジ
ェ
ブ
は
注

目
し
た
。
八
月
コ
二
日
に
ジ
ェ
ブ
と
会
い
、
海
外
調
査
報
道
部
の
将
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
に
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
日
記
の

（日）

中
で
、
「
ジ
ェ
ブ
は
率
直
」
で
、
「
わ
れ
わ
れ
は
と
て
も
相
性
が
良
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
二
人
と
も
、
と
て
も
良
い
印
象
を
も

っ
て
協
力
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ェ
ブ
局
長
を
通
じ
て
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
は
戦
後
構
想
の
計
画
と
い
う
新
し
い
職
務
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
自
ら
の
視
野
を
広
げ
て
き
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
て
国
連
機
構
の

設
計
図
を
作
る
と
い
う
任
務
は
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（ニ）

外
務
省
と
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス

一
九
四
二
年
九
月
二
四
日
、
二
人
の
教
授
が
外
務
省
を
訪
れ
て
、
外
務
省
経
済
復
興
局
長
の
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
と
会
談

（

M
）
 

を
行
っ
た
。
海
外
調
査
報
道
部
の
副
部
長
の
サ
l
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ン
マ

l
ン
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
ジ

ン
マ

l
ン
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
の
高
名
な
国
際
政
治
学
者
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
主
義
の
思
想
を
有
し
て
い
た
。
他

方
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
は
こ
の
頃
、
前
述
の
通
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
海
外
調
査
報
道
部
に
戻
っ
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
ら



国際連合創設への設計図

は
自
ら
の
職
務
に
関
連
し
て
、
ジ
ェ
ブ
に
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
要
望
が
あ
っ
た
。

ジ
ン
マ

l
ン
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ

l
は
ジ
ェ
ブ
と
意
見
交
換
を
し
て
、
海
外
調
査
報
道
部
の
将
来
に
つ
い
て
自
ら
の
考
え
を
伝
え
た
。

要
点
は
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
こ
の
海
外
調
査
報
道
部
が
完
全
に
政
府
の
内
部
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
、
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
と

の
関
係
が
い
っ
た
ん
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
第
二
に
は
、
外
務
省
の
他
の
部
局
と
緊
密
な
連
絡
を
取
る
た
め
に
も
、

こ
の
組
織
が
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ロ
ン
ド
ン
あ
る
い
は
ロ
ン
ド
ン
近
郊
へ
と
移
設
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
ア
メ
リ
カ
側

の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

l
ト
で
あ
る
レ
オ
・
パ
ス
ボ
ル
ス
キ
l
博
士
ら
は
、
す
で
に
国
務
省
の
一
員
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
の
中
に
作
業

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
海
外
調
査
報
道
部
が
依
然
と
し
て
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
中
に
あ

る
こ
と
で
、
色
々
と
作
業
に
支
障
を
来
す
。
た
と
え
ば
、
海
外
調
査
報
道
部
の
中
で
戦
後
構
想
を
起
草
す
る
作
業
を
進
め
て
い
て
も
、

政
府
内
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
文
書
な
ど
に
目
を
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
政
府
内
で
の
議
論
と
も
十
分
な
連
係
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
と
て
も
、
効
率
的
に
政
府
の
戦
後
構
想
を
作
成
す
る
作
業
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
は
な
い
か
。

（日）

そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
要
望
に
対
し
て
ジ
ェ
ブ
は
前
向
き
に
返
答
を
し
て
、
基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
要
望
に
同
意
す
る
と
述
べ
た
。

ジ
ェ
ブ
は
自
ら
の
見
解
と
し
て
、
す
で
に
外
務
省
内
に
存
在
す
る
政
治
情
報
局
（
司
己
主
S
H
H
E
O
E
m
s
B
U
8
m江
田

g
f宮
口
）
を

改
組
し
て
、
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
海
外
調
査
報
道
部
を
外
務
省
の
一
部
局
と
し
て
組
み
入
れ
た
い
と
内
々
に
伝
え
た
。
ジ
ェ
ブ
は

こ
の
頃
に
、
自
ら
が
局
長
を
務
め
る
経
済
復
興
局
に
海
外
調
査
報
道
部
の
機
能
を
組
み
入
れ
て
、
政
策
立
案
機
能
を
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
た
。
優
れ
た
専
門
家
を
外
務
省
内
に
組
み
入
れ
て
彼
ら
を
有
効
に
活
用
す
れ
ば
、
戦
後
構
想
に
関
す
る
政
策
立
案
の
機
能

が
強
化
さ
れ
る
と
、
ジ
エ
ブ
は
肯
定
的
に
考
え
て
い
た
。

そ
の
後
ジ
ェ
ブ
は
、
海
外
調
査
報
道
部
の
外
務
省
編
入
に
つ
い
て
ナ
イ
ジ
エ
ル
・
ロ
ナ
ル
ド
外
務
次
官
補
に
伝
え
た
。
ジ
ェ
ブ
か

ら
そ
の
よ
う
な
可
能
性
に
つ
い
て
打
診
を
受
け
た
戦
後
構
想
担
当
の
ロ
ナ
ル
ド
次
官
補
は
、
海
外
調
査
報
道
部
と
政
治
情
報
局
を
統

（

M
）
 

合
す
る
利
点
に
賛
同
し
た
。
そ
の
後
、
一

O
月
一
四
日
に
は
ジ
ェ
ブ
の
局
長
室
に
外
務
省
の
関
係
部
局
長
が
集
ま
り
、
こ
の
組
織
改
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編
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。
そ
の
利
点
と
問
題
点
が
多
方
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
結
果
、
海
外
調
査
報
道
部
の
一
部
を
外
務
省

の
一
部
局
と
し
て
改
編
し
た
上
で
、
残
り
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
に
移
し
て
、
従
来
通
り
の
海
外
記
事
の
ス
ク
ラ

98 

ッ
ピ
ン
グ
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
な
ど
を
続
け
て
い
く
必
要
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
外
務
省
内
で
の
協
議
の
結
果
、
い
か
に
し
て
プ
ラ
ニ
ン
グ
と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
二
つ
の
領
域
を
統
合
す
る
か
が
重
要
な

（汀）

問
題
だ
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
機
能
を
委
託
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
海
外
調
査
報
道
部
が
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
離
れ
た
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
で
、
十
分
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
情
報
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
海
外
調
査
報
道
部
の
研
究
員
た
ち
が
公
務
員
と
い
う
身
分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
機
密
情
報
に
も

触
れ
ら
れ
ず
に
十
分
実
効
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
同
時
に
、
十
分
な
専
門
家
が
そ
ろ

っ
て
い
な
い
経
済
復
興
局
で
は
、
戦
後
構
想
に
つ
い
て
詳
細
な
長
文
の
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
こ

の
頃
に
は
徐
々
に
連
合
国
に
有
利
な
か
た
ち
で
戦
局
が
動
い
て
い
た
。
講
和
の
時
期
が
近
づ
い
て
来
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

外
務
省
は
至
急
に
十
分
な
専
門
家
を
内
部
に
擁
し
て
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
戦
後
処
理
に
つ
い
て
の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

（

M
）
 

が
必
要
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ブ
局
長
か
ら
の
強
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
ジ
ン
マ

l
ン
や
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
向
で
意
見
が
収
束

し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
協
議
を
見
て
、
外
務
次
官
補
の
オ
ル
メ
・
サ
l
ジ
ェ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
ジ
ェ
ブ
の
方
針
に
賛
意
を
示

し
た
D

「
そ
れ
ゆ
え
に
、
外
務
省
が
長
期
的
な
政
策
を
検
討
し
準
備
す
る
よ
う
な
段
階
で
、
政
治
情
報
局
や
海
外
調
査
報
道
部
が
外

務
省
と
は
別
個
の
、
切
り
離
さ
れ
た
組
織
と
し
て
作
業
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
え

（四）る
」
。
こ
の
よ
う
に
、
外
務
省
高
官
も
同
意
す
る
中
で
、
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
海
外
調
査
報
道
部
が
外
務
省
に
編
入
さ
れ
る
方
向

で
議
論
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
経
営
陣
に
、
そ
の
よ
う
な
外
務
省
の
意
向
を
了
承
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
っ
た
。



一
二
月
七
日
に
イ
l
デ
ン
外
相
は
、
王
立
国
際
問
題
研
究
所
の
会
長
で
あ
る
ア
ス
タ
ー
子
爵
宛
の
書
簡
で
、
そ
の
下
部
組
織
で
あ

る
海
外
調
査
報
道
部
を
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ベ
イ
リ
オ
l
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
外
務
省
へ
と
移
設
す
る
許
可
を
求

め
た
。
イ
l
デ
ン
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
情
勢
の
推
移
に
よ
っ
て
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
の
活
動
が
周
辺
か
ら
中
心
へ
と
、
移
っ
て

（却）

し
ま
っ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
対
内
的
に
は
外
務
省
の
下
部
組
織
と
な
り
な
が
ら
、
同
時
に
対
外
的
に
は
チ
ャ
タ
ム
・
ハ

ウ
ス
の
一
部
門
と
し
て
の
地
位
を
残
す
こ
と
に
な
る
口
そ
の
よ
う
な
外
相
か
ら
の
要
請
に
対
し
て
、
一
二
月
九
日
の
返
書
で
ア
ス
タ

（幻）

l
卿
は
快
く
移
設
を
了
承
し
た
い
と
伝
え
た
。
ア
ス
タ
ー
卿
は
む
し
ろ
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
が
政
府
の
政
策
に
貢
献
す
る
意
義
を
強

（

n）
 

く
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
l
デ
ン
は
、
深
い
感
謝
の
念
を
伝
え
る
返
書
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
海
外
調
査
報
道
部
の
ロ

ン
ド
ン
移
設
が
決
定
し
た
。

続
い
て
一
二
月
一
四
日
に
は
、
海
外
調
査
報
道
部
の
外
務
省
編
入
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
問
題
を
協
議
す
る
た
め
に
、
サ
ー
ジ

ア
シ
ュ
ト
ン
・
グ
ァ
ト
キ
ン
、
ロ
ナ
ル
ド
、
カ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ

H
ベ
ン
テ
イ
ン
ク
の
五
人
の
次
官
補
に

エ
ン
ト
、

ス
ト
ラ
ン
グ
、

国際連合創設への設計図

ジ
ェ
ブ
局
長
を
加
え
て
会
合
が
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
海
外
調
査
報
道
部
編
入
に
つ
い
て
の
諸
々
の
利
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も

（お）

に
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
事
務
所
の
場
所
や
、
予
算
の
問
題
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
翌
年
四
月
一
日
か
ら
、
海
外
調
査
報
道
部

が
、
外
務
省
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
そ
れ
ま
で
ジ
ェ
ブ
を
中
心
に
作
成
し
て
い
た
国
際
連
合
創
設
へ

向
け
た
準
備
作
業
が
、
優
れ
た
専
門
家
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

国

外
務
省
調
査
局
の
設
立

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
海
外
調
査
報
道
部
が
外
務
省
に
組
み
込
ま
れ
る
予
定
の
四
月
一
日
を
待
た
ず
し
て
、
す
で
に

一
九
四
三
年
一
月
か
ら
早
速
、
外
務
省
内
で
戦
後
構
想
に
つ
い
て
の
作
業
を
開
始
し
て
い
た
。
ジ
ェ
ブ
経
済
復
興
局
長
は
、
一
刻
も

早
く
ウ
ェ
ブ
ス
タ

l
の
恐
る
べ
き
博
識
を
、
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
作
成
に
活
か
し
た
か
っ
た
。
二
月
に
は
彼
と
彼
の
補
佐
官
の
W
・
M
・
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（鈍）

ジ
ョ

l
ダ
ン
が
外
務
省
内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
講
和
作
業
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
歴
史
家
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
三
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
期
間
に
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
驚
異

（お）

的
な
活
力
で
い
く
つ
か
の
重
要
な
文
書
を
作
成
し
、
戦
後
構
想
の
準
備
作
業
に
お
い
て
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
。
例
え
ば
、
「
一
九

一
八
年
の
休
戦
協
定
に
お
け
る
政
治
的
お
よ
び
手
続
き
的
諸
問
題
」
と
題
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
の
過
程

に
つ
い
て
詳
細
に
検
証
し
た
二
七
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
長
文
の
報
告
書
で
あ
り
、
外
交
史
家
と
し
て
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
本
領
が
存

100 

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
上
司
で
あ
り
、
海
外
調
査
報
道
部
の
研
究
部
長
で
あ
っ
た
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
が
そ
の
頃
を
回
顧
す
る

に
は
、
「
調
査
局
と
経
済
復
興
局
の
関
係
は
、
す
で
に
意
気
投
合
し
て
い
た
ジ
ェ
ブ
氏
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
と
の
関
係
に
基
づ
い

（却）

て
、
最
も
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
」
と
い
う
。
当
初
ジ
ェ
ブ
は
、
歴
史
家
が
政
策
形
成
の
過
程
に
加
わ
る
こ
と
に
、
あ
ま

り
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
。
複
雑
な
政
府
内
で
の
政
策
形
成
の
作
業
で
、
一
般
の
学
者
が
関
与
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。
ジ
ェ
ブ
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
こ
れ
ら
、
争
い
に
ま
み
れ
る
政
治
家
た
ち
ゃ
、
過
労
気
味
の
官
僚
た
ち
ゃ
、
『
戦
争
に
同
伴

す
る
』
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
ど
う
猛
な
軍
人
た
ち
が
い
る
世
界
で
、
誰
で
あ
れ
一
流
の
歴
史
家
の
気
質
で
は
十
分
に
影
響
を
及
ぼ

（幻）

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
私
は
考
え
て
い
た
」
。
そ
れ
で
も
、
「
わ
れ
わ
れ
に
は
、
新
し
い
部
局
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
国
際
機
構
に
つ

い
て
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
有
識
者
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
」
。
そ
し
て
、
そ
の
仕
事
に
例
外
的
に
相
応
し
い
人
物
が
い
た
。

そ
れ
は
、
「
歴
史
家
で
、
カ

l
ス
ル
レ
イ
と
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
つ
い
て
の
古
典
的
著
作
の
著
者
で
あ
る
、
か
の
有
名
な
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ー
教
授
で
あ
る
」
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ

I
は
調
査
局
に
お
い
て
次
第
に
、
圧
倒
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ジ
ェ
ブ
は

回
顧
す
る
。
「
彼
の
偉
大
な
強
み
と
は
、
パ
リ
講
和
会
議
で
起
こ
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
い
う
ま
で
も
な
い
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

（却）

だ
が
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
や
そ
し
て
国
際
連
盟
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
百
科
事
典
の
よ
う
に
博
識
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
」
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ジ
ェ
ブ
は
述
べ
る
。
「
基
本
的
に
、
彼
は
『
大
国
主
義
』
の
人

2
．
の
店
主
思
考

R
s
g）
で
あ
る
か
ら
、



（却）

私
と
う
ま
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
「
世
界
政
府
（
当
2
5
向。
2
5
B
O
E）
」
設
立
を
求
め
る
理
想
主
義
的
な
ト
イ
ン
ピ

l
教
授
と
は
異
な
り
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
は
む
し
ろ
、
大
国
間
協
調
こ
そ
が
安
定
的
で
永
続
的
な
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
鍵
で
あ

（卸）

る
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
彼
自
ら
の
結
論
で
も
あ
っ
た
。

チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
海
外
調
査
報
道
部
長
と
し
て
ト
イ
ン
ビ

l
が
、
何
度
と
な
く
現
実
離
れ
し
た
「
世
界
政
府
」
構
想
の
実
現
を

追
っ
て
き
た
こ
と
に
、
ジ
ェ
ブ
は
た
び
た
び
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
実
現
不
可
能
な
理
想
主
義
的
な
平
和
論

（幻）

を
、
ジ
ェ
ブ
は
「
『
教
授
た
ち
』
の
平
和
（

4
8
p
g
a叱
F
R
o－
）
」
と
榔
捻
し
た
。
他
方
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
場
合
は
、
自
ら
と
同

じ
よ
う
な
国
際
秩
序
観
を
共
有
し
て
い
た
ゆ
え
に
、
は
る
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
協
力
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
、
大
国
間
協
調
の
重
要
性
を
説
く
理
由
は
、
彼
自
ら
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
つ
い
て
の
研
究
に
基
づ
い
て
い
る
と

同
時
に
、
戦
間
期
の
国
際
関
係
の
経
験
に
根
付
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ

1
は
、
自
ら
が
起
草
し
た
「
連
盟
の
失
敗
の

原
因
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
（
富
。
目
。

S
E
c
s
s
s
o
n
g
ω
g。
ご

Z
E出・ロ円ゆえ
50Fomwmg）
」
と
題
す
る
文
書
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
大
国
が
共
同
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
連
盟
は
成
功
す
る

（担）

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
認
識
す
る
こ
と
が
、
そ
の
失
敗
を
理
解
す
る
上
で
基
礎
と
な
る
の
だ
」
。
国
際
機
構
を
実
効
的
に
機
能
さ

国際連合創設への設計図

せ
る
た
め
に
も
、
大
国
間
の
協
調
関
係
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
だ
。

大
国
間
協
調
と
し
て
の
国
際
秩
序
を
基
礎
に
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
聞
に
は
い
く
つ
か
の
認
識
の
違

（
犯
）

い
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
講
和
条
約
作
成
や
国
際
連
盟
成
立
に
係
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

関
す
る
詳
細
で
実
際
的
な
知
識
を
有
す
る
一
方
で
、
ジ
ェ
ブ
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
ジ
ェ
ブ
が
外
務
省
に
入
省
し
た
の
は
、
パ
リ

講
和
会
議
が
終
わ
っ
て
五
年
が
経
っ
た
一
九
二
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ジ
ェ
ブ
の
国
連
構
想
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
粗

削
り
で
、
観
念
的
な
要
素
さ
え
見
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
秩
序
構
築
に
つ
い
て
、
外
務
官
僚
の
ジ
ェ
プ
よ
り
も
む
し
ろ
外
交
史
家
の
ウ

ェ
ブ
ス
タ

1
の
方
が
実
践
的
な
経
験
と
知
識
を
幅
広
く
有
し
て
い
た
の
だ
。
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ま
た
「
大
国
主
義
者
」
と
し
て
同
様
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
も
、
ジ
ェ
ブ
と
は
異
な
り
ウ
ェ
ブ
ス
タ
1
は
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
設

立
さ
れ
る
国
際
機
構
で
、
小
国
も
一
定
の
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
戦
間
期
の
国
際
関
係
を
回

顧
し
て
、
大
国
と
小
国
と
の
間
で
適
切
な
関
係
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
連
盟
の
失
敗
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
そ
の

（担）

よ
う
な
考
え
は
、
彼
が
執
筆
し
た
「
連
盟
の
失
敗
の
原
因
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
に
も
示
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ

1
は、

102 

大
国
間
協
調
を
実
現
す
る
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
国
際
関
係
が
主
権
国
家
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
以
上
、
小
国
も
ま
た
一

定
程
度
影
響
力
を
行
使
で
き
る
と
論
じ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
加
盟
国
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
原
則
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
賢

明
で
あ
り
必
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
こ
れ
か
ら
設
立
す
る
新
し
い
国
際
機
構
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
小
国

が
積
極
的
に
支
持
す
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

事
実
、

一
九
四
三
年
一
月
一
六
日
に
ジ
ェ
ブ
が
起
草
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
イ
l
デ
ン
外
相
の
名
の
下
で
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
際

に
、
自
治
領
相
で
あ
っ
た
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
l
副
首
相
か
ら
、
そ
の
構
想
が
中
小
国
を
無
視
し
て
い
る
と
批
判
が
な
さ
れ
て
い

（部）た
。
ジ
ェ
ブ
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
批
判
を
考
慮
し
て
、
自
ら
の
「
国
連
構
想
（
C
E
Z島
一

Z
m
t
o
g
E
S）
」
の
枠
組
み
の
中
で
、

小
国
に
よ
り
大
き
な
役
割
を
与
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
協
力
を
得
て
ジ
ェ
ブ
は
四
月
以
降
に
、

「
国
連
構
想
」
に
つ
い
て
の
新
し
い
改
訂
版
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
作
成
す
る
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。

外
交
史
家
と
し
て
の
衿
持

ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l

一
九
四
三
年
三
月
二
三
日
、
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
は
二
カ
月
前
の
一
月
に
戦
時
内
閣
に
提
出
し
た
「
国
連
構
想
（
CEZι

い
く
つ
か
の
要
点
を
ま
と
め
た
覚
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、

Z
州
民
宮

g
E
S）
」
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
改
訂
す
る
た
め
に
も
、



「
講
和
処
理
へ
の
提
案
」
と
題
す
る
も
の
で
、
一
月
に
閣
議
で
ア
ト
リ
l
副
首
相
か
ら
指
摘
さ
れ
た
批
判
や
、
外
務
省
内
で
指
摘
さ

（部）

れ
た
疑
問
点
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
文
書
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ジ
ェ
ブ
自
ら
が
自
治
領
諸
国
代
表
や
ワ
シ

ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
駐
在
官
と
意
見
交
換
を
し
た
際
に
得
た
示
唆
を
、
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
こ
の
ジ
ェ
ブ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
第
六
段
落
で
は
、
「
四
大
国
に
と
っ
て
、
他
国
の
全
般
的
な
同
意
を
得
る
よ
う
試

み
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
四
大
国
が
指
導
力
を
発
揮
し
て
決
定
す
る
理
事
会
体
制
へ
の
幅

広
い
支
持
が
重
要
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
「
他
国
の
全
般
的
な
同
意
を
得
る
よ
う
に
試
み
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
従
来
の
ジ
ェ
ブ
の
大
国
中
心
主
義
的
な
文
章
に
比
べ
て
は
る
か
に
リ
ベ
ラ
ル
な
色
彩
が
増
し
て
い
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
ア
ト
リ
l
自
治
領
相
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
と
し
た
自
治
領
諸
国
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
不
可
欠

な
文
言
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
九
段
落
で
、
「
執
行
委
員
会
（
吾
σ
開

5
2
t
d
o
n
。B
E
2
2）
」
の
目
的
が
、
「
四
大
国
間
の
様
々
な
摩

擦
を
和
ら
げ
る
た
め
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
四
大
国
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
執
行
委
員
会
」
の
役
割
が
一
段
下
げ
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

国際連合創設への設計図

ジ
ェ
ブ
の
文
書
の
基
調
に
は
あ
く
ま
で
も
大
国
中
心
的
な
論
理
が
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
改
訂
版
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
草

稿
で
は
、
自
治
領
諸
国
や
他
の
小
園
、
中
立
国
が
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
国
民
が
そ
の
よ
う
な

国
際
機
関
を
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
修
正
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の

（釘）

影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
構
想
担
当
の
次
官
補
ロ
ナ
ル
ド
は
、
こ
の
文
書
を
読
ん
で
お
お
よ
そ
了
解
し
な
が
ら
、
同
時
に

（羽）

今
後
は
自
治
領
省
と
も
意
見
を
調
整
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
必
要
を
指
摘
し
て
い
た
。

一
九
四
一
年
八
月
の
大
西
洋
憲
章
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
や
イ
1
デ
ン
外
相
が
考
え
て
い
た
戦
後
構
想
の

核
心
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
の
「
三
大
国
」
に
よ
る
大
国
間
協
調
の
論
理
で
あ
り
、
そ
れ
を
よ
り
詳
細
に
具
体
化
し
て

い
っ
た
の
が
外
務
省
の
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
中
国
を
そ
こ
に
含
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め
る
こ
と
で
、
「
四
大
国
構
想
」
と
題
す
る
ジ
ェ
ブ
に
よ
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
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九
四
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年
九
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は
回
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さ
れ
、
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に
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は
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
と
し
て
お
お
よ
そ
そ
の
方
向
性
が
了
承
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
小
国
の
扱
い
や
自
治
領
諸
国
の
位
置
づ

け
、
さ
ら
に
は
地
域
主
義
と
の
関
係
な
ど
を
め
ぐ
り
イ
ギ
リ
ス
の
閣
議
の
中
で
は
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
調
整
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

一
九
四
三
年
一
月
に
改
訂
版
を
提
出
し
た
イ
l
デ
ン
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
さ
ら
に
修
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
溢
れ
る
ほ
ど
の
知
識
は
、
ジ
ェ
ブ
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
っ
た
。

九
四
三
年
一
月
以
降
、
外
務
省
内
で
は
ジ
ェ
ブ
局
長
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
二
人
が
意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
よ
り
柔
軟
に
国
連

創
設
を
め
ぐ
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
改
訂
さ
れ
て
い
っ
た
。
ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
二
人
は
、
両
者
の
聞
の
深
い
信
頼
関
係
と
理

念
の
共
有
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
作
成
へ
と
進
ん
で
い
く
。

（ニ）

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
・ノ
l
ト

一
九
四
三
年
五
月
六
日
、
ジ
ェ
ブ
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

1
教
授
は
国
連
創
設
へ
向
け
た
自
ら
の
提
言
を
ま
と
め

た
。
「
国
連
機
構
に
関
す
る
考
察
（
ω。
B
。
。
。
ロ
包
含

g
t。ロ
ω
。ロ
m
d巳
宮
内
己
白
色
。

5
0司
窓
口
町
塁
。
ロ
）
」
と
題
す
る
こ
の
覚
書
は
、
全

部
で
一
五
の
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
「
国
連
機
構
」
創
設
へ
向
け
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
思
索
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ

I
は
、
こ
れ
ま
で
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
見
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
よ
り
幅
広
い
支
持
を
得

る
た
め
に
必
要
な
修
正
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
外
交
史
研
究
に
基
づ
い
た
広
い
視
野
か
ら
平
和
の
条
件
を
描

い
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
ジ
ェ
ブ
が
見
落
と
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
網
羅
し
て
い
た
た
め
、
ジ
ェ
ブ
も
こ
の
覚
書
を
歓

（却）

迎
し
て
い
た
。

こ
の
覚
書
の
冒
頭
で
、

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
大
西
洋
憲
章
は
、
お
そ
ら
く
シ
ス
テ
ム
全
体
の
基
礎
と



な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
連
合
国
が
受
け
入
れ
た
諸
原
則
を
実
行
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
大
西
洋
憲
章
は
い
く

つ
か
の
箇
所
で
修
正
を
し
て
、
小
国
に
も
納
得
で
き
る
よ
う
な
よ
り
正
確
な
規
定
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
あ
る
程
度
の
期
間
に
わ

国際連合創設への設計図

た
っ
て
大
国
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
そ
れ
ら
の
小
国
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
提
言
の
趣
旨
は
、
大
国
中
心
主
義
的
な
大
西
洋
憲
章
の
論
理
を
一
部
修
正
し
て
小
国
に
も

受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
な
も
の
へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
小
国
へ
向
け
て
、

（
却
）

指
導
力
を
行
使
で
き
る
よ
う
な
構
想
を
示
す
た
め
の
適
切
な
表
現
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
必
ず
し
も
、
大
国
間
協
調
の
論
理
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
自
ら
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
や
イ
l

デ
ン
あ
る
い
は
ジ
ェ
ブ
と
同
様
に
、
大
国
が
指
導
力
を
発
揮
し
て
戦
後
の
平
和
を
確
保
す
る
必
要
性
を
深
く
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ

は
ま
た
、
彼
が
外
交
史
家
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
」
の
歴
史
か
ら
教
訓
を
学
ん
だ
結
果
で
も
あ
っ
た
。
ウ

（
但
）

エ
ブ
ス
タ
ー
が
重
要
視
し
て
い
た
の
は
、
小
国
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
大
国
間
協
調
の
体
制
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
国
を
力
に
よ
っ
て
抑
圧
す
る
よ
り
も
、
小
国
が
自
ら
進
ん
で
そ
の
国
際
秩
序
を
受
け
入
れ
る
方
が
は
る
か
に
好
ま
し
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
国
際
秩
序
が
確
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
同
様
の
論
理
を
、
自
治

領
諸
国
に
も
適
用
す
る
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。
自
国
の
利
益
に
死
活
的
に
関
係
す
る
問
題
に
対
し
て
、
小
国
や
自
治
領
諸
国
が
一

定
程
度
そ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
「
そ
の
よ
う
な
原
則
」
は
「
一
八
一
八
年

（
位
）

の
エ
ク
ス
・
ラ
・
シ
ャ
ベ
ル
会
議
に
ま
で
遡
る
」
と
い
う
。
す
べ
て
の
問
題
を
大
国
の
み
で
解
決
し
そ
れ
を
小
国
に
強
制
す
る
こ
と

は
、
け
っ
し
て
望
ま
し
い
秩
序
で
は
な
い
。

そ
し
て
次
に
、
大
国
間
協
調
体
制
を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
「
明
ら
か
に
大
国
間

の
会
議
は
断
続
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
場
所
や
時
間
な
ど
規
則
的
に
定
め
て
集
権
的
な
事
務
局
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
『
コ
ン
サ
ー
ト
』
体
制
へ
の
復
帰
」
で
も
あ
り
、
「
「
危
機
』
に
際
し
て
の
会
議
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、

105 
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「サ
l
・
オ
l
ス
テ
イ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
主
要
な
政
治
家
の
問
の
規
則
的
な
会
合
は
、
国
際
問
題
に
関
す
る
連
盟
の
も
っ
と

（却）

も
大
き
な
貢
献
の
一
つ
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
断
続
的
な
会
合
を
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
行
う
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
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大
国
間
協
調
を
形
成
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。

続
け
て
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
「
総
会
（
m
m
S
2巳
8
2
5宮
司
え

gzgω
）
」
を
設
置
す
る
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
大
国
中
心
主
義
者
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
小
国
も
含
め
た
す
べ
て
の
加
盟
国
が
平
等
に
参
加
す
る
こ
の
「
総
会
」
に
必
要
以
上

の
期
待
を
寄
せ
て
い
な
い
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
諸
国
間
の
総
会
は
、
世
界
の
結
束
へ
の
宣
伝
と
し
て
活
用
で
き
る
と
同

時
に
、
と
り
わ
け
虚
栄
心
に
満
ち
た
人
び
と
の
抑
圧
さ
れ
た
感
情
に
と
っ
て
の
は
け
口
と
な
る
」
と
い
う
。
「
世
界
の
一
体
性
へ
向

（叫）

け
て
の
わ
れ
わ
れ
の
特
別
な
利
益
ゆ
え
に
、
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
利
益
と
な
る
」
。
ウ
ェ
ブ

ス
タ
l
は
、
世
界
の
一
体
性
に
つ
い
て
過
度
に
楽
観
的
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
へ
向
け
て
努
力
す
る
利
益
を
確
か
に
見

い
だ
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
総
会
」
を
設
立
す
る
意
義
を
論
じ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
総
会
」
に
は
、
ジ
ェ
ブ
や
イ
l
デ

ン
は
必
ず
し
も
重
き
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
場
合
は
む
し
ろ
、
大
国
間
協
調
の
論
理
に
基
づ
き

な
が
ら
も
、
そ
れ
に
一
定
の
役
割
を
与
え
る
利
点
を
説
い
て
い
た
。

さ
ら
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
は
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
「
世
界
裁
判
所
（
岱
当
日
E
g
g－
）
」
の
必
要
性
や
、
地
域
主
義
を
促
進

（必）

す
る
意
義
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の

「
国
連
機
構
」
設
立
構
想
は
、
お
お
よ
そ
外
務
省
高
官
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
覚
書
を
読
ん
だ
ジ
ェ
ブ
は
、

（必）

「
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
と
て
も
重
要
な
点
を
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
ジ
ェ
ブ
は
、
新
た
に
改
訂
版
を
作
成
し
て
い
る
「
国
連
構
想
」
に
つ
い
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
、
こ
れ
ら
の
要
点
を
採
用
す

る
と
述
べ
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
国
際
秩
序
構
想
は
、
書
斎
の
中
の
研
究
か
ら
次
第
に
飛
び
出
て
、
政
府
の
方
針
へ
、
さ

ら
に
は
実
際
の
国
際
機
構
の
基
本
原
理
へ
と
昇
華
し
て
い
く
。



巴）

外
務
省
で
の
検
討
作
業

五
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
二
人
の
提
言
を
も
と
に
し
て
、
外
務
省
内
で
よ
り
活
発
な
検
討
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
く
。
五
月
二
一
日
、
今
後
ど
の
よ
う
に
「
国
連
構
想
」
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
改
訂
し
て
い
く
か
、
イ
l
デ
ン
外
相
を
交

（

幻

）

え
て
外
務
省
高
官
の
間
で
協
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
外
相
の
イ

1
デ
ン
の
他
に
は
、
カ
ド
ガ
ン
外
務
事
務
次
官
、
サ
ー
ジ
ェ
ン

ト
次
官
補
、
サ
l
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ

l
ル
キ
ン
外
務
省
法
律
顧
問
、
ス
ト
ラ
ン
グ
次
官
補
、
ハ

l
ヴ
ェ
イ
外
相
秘
書
官
、
そ
し
て

ジ
ェ
ブ
が
加
わ
っ
て
い
た
。

ま
ず
冒
頭
で
イ
l
デ
ン
外
相
が
、
「
国
連
構
想
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
疑
問
を
提
起
し
た
。
最
初
に
イ
l
デ
ン
は
、
国
連
が

「
四
大
国
」
の
み
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
の
限
界
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
「
新
し
い
国
際
機
構
が
、
も
し
も
そ
れ
が
設
立
さ
れ

（
川
崎
）

る
と
す
れ
ば
、
国
際
連
盟
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
つ
ま
り
は
、
そ
れ
は
少
数
の
大
国
で
は
な
く
て
、

国際連合創設への設計図

連
盟
の
と
き
の
よ
う
に
よ
り
多
数
の
理
事
国
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
イ
l
デ
ン
は
、
「
四
大
国
の
枠
組
み
が

永
遠
に
持
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
「
よ
り
広
範
な
理
事
会
が
す
ぐ
に
必
要
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」

と
論
じ
た
。
「
四
大
国
」
が
世
界
の
問
題
を
独
占
的
に
議
論
し
、
責
任
を
持
と
う
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
イ

l
デ
ン
は
、
「
四
大
国
」
の
一
つ
が
「
英
連
邦
」
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
す
べ
て
の
自
治
領
諸

国
を
代
表
し
て
理
事
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
指
摘
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
み
が
英
連
邦
を
代
表
し
、
他
の
自
治
領
諸
国
が
発

言
権
を
持
て
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
諸
国
は
決
し
て
納
得
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
後
世
界
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
治
領
諸
国

は
自
己
主
張
を
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
国
を
排
除
し
て
イ
ギ
リ
ス
一
国
の
み
で
英
連
邦
を
代
表
す
る
こ
と
は

も
は
や
で
き
な
い
。

107 

そ
れ
に
つ
い
て
、
外
務
省
法
律
顧
問
の
モ

l
ル
キ
ン
は
、
早
急
に
自
治
領
諸
国
、
さ
ら
に
は
自
治
領
省
と
意
見
調
整
を
す
る
必
要
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（却）

を
提
案
し
た
。
確
か
に
国
際
連
盟
設
立
の
際
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
一
国
の
み
が
英
連
邦
を
代
表
し
て
理
事
国
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、

と
り
わ
け
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
憲
章
が
調
印
さ
れ
た
一
九
コ
二
年
以
降
は
英
連
邦
と
し
て
の
求
心
力
が
弱
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
一
国

108 

が
そ
の
全
体
を
統
治
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
よ
り
水
平
的
な
関
係
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
新
し
く
設
立
さ
れ

る
「
国
連
機
構
」
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
一
国
で
英
連
邦
の
意
思
を
代
弁
す
る
こ
と
は
時
代
錯
誤
と
見
ら
れ
か
ね
な
い
。

事
務
次
官
の
カ
ド
ガ
ン
は
、
イ
l
デ
ン
外
相
の
発
言
を
受
け
て
、
確
か
に
新
し
い
国
際
機
構
が
国
際
連
盟
と
類
似
し
た
機
構
と
な

る
点
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
主
要
な
大
国
間
の
協
調
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
国
際
機
構
が
機
能
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
論
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
カ
ド
ガ
ン
は
、
「
こ
の
戦
争
の
後
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
要
な
労
力
を
、
大
国
間
の
よ
り
円
滑
な
協
調

（印）

へ
と
向
け
て
い
く
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
連
盟
の
挫
折
か
ら
得
た
教
訓
で
も
あ
っ
た
。
ど
れ
だ
け
優
れ
た
機
構
を
設

立
し
て
も
、
そ
こ
に
お
い
て
主
要
な
大
国
が
意
見
を
対
立
さ
せ
深
刻
な
亀
裂
が
生
じ
る
な
ら
ば
、
も
は
や
実
効
的
に
国
際
機
構
を
機

能
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
協
議
を
受
け
て
、
ジ
ェ
ブ
が
作
成
し
た
「
講
和
処
理
へ
の
提
案
」
に
沿
っ
て
、
自
治
領
省
の
意
見
も
入
れ
て
閣
議
メ
モ
ラ
ン

ダ
ム
を
新
た
に
作
成
す
る
必
要
が
合
意
さ
れ
た
。
ま
た
地
域
評
議
会
（
活
性
。

s－8
5丘
町
）
や
世
界
理
事
会
（
ω
巧
2
5
n
g
R出）

の
構
成
に
つ
い
て
、
新
し
い
国
際
機
構
が
実
効
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
外
務
省
内
で
さ
ら
に
検
討
作
業
を
進
め
る
必
要
が
指
摘
さ

れ
た
。
そ
れ
ら
の
作
業
を
経
た
後
に
閣
議
文
書
を
作
成
し
、
政
府
の
政
策
を
確
立
す
る
方
針
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
や
ソ
連
政
府
と
協
議
を
開
始
し
て
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
戦
後
国
際
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
に

（日）

な
る
。
よ
う
や
く
国
連
成
立
へ
向
け
た
設
計
図
が
明
確
と
な
っ
て
い
っ
た
。
翌
一
三
日
に
ジ
ェ
ブ
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

1
教
授
の
コ
メ

ン
ト
や
一
二
日
の
協
議
を
参
考
に
、
新
た
に
書
き
改
め
た
「
講
和
処
理
へ
の
提
案
（

ωgmmgz。
g
F司
m
P
R
o
ω
2
2
0
B
g同
）
」
を

（回）

ま
と
め
て
い
た
。
外
務
省
内
で
は
、
お
お
よ
そ
意
見
が
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

D

他
方
で
自
治
領
省
の
中
で
も
、
国
連
創
設
へ
向
け
た
英
連
邦
自
治
領
諸
国
と
の
見
解
の
調
整
の
必
要
が
協
議
さ
れ
て
い
た
。
六
月



（回）

一
五
日
に
は
、
ア
ト
リ
l
自
治
領
省
が
自
治
領
省
の
見
解
を
伝
え
る
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
提
出
し
て
い
た
。
ア
ト
リ
ー
に
よ
れ
ば
、

い
か
な
る
戦
後
国
際
政
治
機
構
が
設
立
さ
れ
よ
う
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
と
対
等
の
国
際
的
地
位
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
と
し
て
の
一
体
性
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
他
方
で
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
は
、
独
立
国
家
と

し
て
国
際
社
会
で
の
自
立
性
を
す
で
に
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
要
素
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
戦
後

国
際
機
構
の
中
で
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
基
盤
と
し
て
、
自
ら
の
世
界
大
国
と
し
て
の
国
際
的
地
位
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ア
ト
リ
l
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
一
国
が
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
を
代
表
す
る
の
で
は
な
く
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
加
え

（同）

て
自
治
領
諸
国
の
中
か
ら
他
の
一
国
が
代
表
を
送
る
こ
と
で
、
世
界
理
事
会
で
一
定
の
発
言
権
を
得
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
ど
の
自
治
領
諸
国
を
代
表
と
す
る
か
と
い
う
別
の
問
題
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
で
も
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
を
代
表
し
て
も
う

一
カ
国
が
世
界
理
事
国
に
加
わ
る
こ
と
で
、
自
治
領
諸
国
の
利
益
が
よ
り
適
切
に
代
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
ア
ト
リ
ー

の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
自
治
領
諸
国
の
意
向
を
よ
り
強
く
反
映
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

国際連合創設への設計図

四
奔
放
な
チ
ャ
ー
チ
ル

外
務
省
内
で
ジ
ェ
ブ
や
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
を
中
心
と
し
て
新
し
い
改
訂
版
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
作
成
し
て
い
る
一
方
で
、
チ
ャ
ー
チ

（邸）

ル
首
相
は
独
自
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
首
脳
と
戦
後
国
際
機
構
を
め
ぐ
っ
て
奔
放
に
意
見
交
換
を
し
て
い
た
。
そ

れ
は
、
外
務
省
や
内
閣
と
意
見
を
調
整
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
判
断
で
進
め
て
い
た
交
渉
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ー
チ
ル
は
す
で
に
一
九
四
三
年
二
月
一
日
に
、
「
朝
の
思
索
（
冨
。
B
E
m
H
d
g
m
Z
ω
）
」
と
称
す
る
自
ら
の
国
連
構
想
を
示

（回）

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
地
域
主
義
的
な
理
念
に
基
づ
い
た
こ
の
自
ら
の
構
想
を
ロ

l
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
も
伝
え
て
い
た
。
そ
の

こ
と
は
、
外
務
省
高
官
を
深
刻
に
困
惑
さ
せ
て
い
た
。
い
か
に
し
て
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
独
走
を
押
さ
え
込
み
、
外
務
省
の
方
針
と

歩
調
を
合
わ
せ
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
い
た
の
だ
。
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一
九
四
三
年
五
月
二
二
日
、
訪
米
中
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
で
、
昼
食
の
機
会
を
利
用
し
て
ア

（訂）

メ
リ
カ
政
府
首
脳
に
そ
の
よ
う
な
自
ら
の
戦
後
構
想
を
ま
た
も
や
披
露
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
ヘ
ン
リ
l
・
ウ
ォ

l
レ
ス
副
大
統
領
、

110 

ヘ
ン
リ
l
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
、

ハ
ロ
ル
ド
・
イ
ッ
キ
ス
内
務
長
官
、
ト
マ
ス
・
コ
ナ
リ
l
上
院
外
交
委
員
会
委
員
長
、
そ

し
て
サ
ム
ナ
l
・
ウ
エ
ル
ズ
国
務
次
官
と
い
う
、
鋒
々
た
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
指
導
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
高
い
名
声
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
大
西
洋
を
渡
っ
て
訪
米
し
た
こ
の
老
齢
の
英
雄
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
、
自
ら
の
戦
後
構
想
の
全
体
像
を
話
し
始
め
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
れ
ば
、
「
ま
ず
最
初
の
任
務
と
は
、
ド

イ
ツ
と
日
本
の
、
将
来
の
さ
ら
な
る
侵
略
を
防
ぐ
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

ア
メ
リ
カ
が
強
く
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
中
国
を
加
え
る
こ
と
に
は

異
議
は
な
い
。
し
か
し
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
「
三
大
国
」
こ
そ
が
、
戦
後
平
和
の
た
め
の
実
質
的
な
責
任
を

リ
ス
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
の
連
合
を
考
え
て
い
た
」
。

負
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
「
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
他
の
大
国
を
加
え
て
、
世
界
最
高
理
事
会
（
巧
2
5
ω
S
S
B
o
n
g
Rロ
）
を
構
成
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
。
そ
し
て
、
「
こ
の
世
界
理
事
会
の
下
部
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
そ
し
て
太
平
洋
と

（回）

し
て
の
、
三
つ
の
地
域
評
議
会
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
よ
う
な
地
域
評
議
会
を
軸
と
し
た
戦
後
構
想
は
、
前
述
の
通
り
二

月
の
「
朝
の
思
索
」
と
題
す
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
披
漉
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
そ
れ

は

一
九
四
三
年
一
月
以
降
、
イ
l
デ
ン
外
相
と
ジ
ェ
ブ
経
済
復
興
局
長
が
外
務
省
内
お
よ
び
閣
議
で
進
め
て
き
た
協
議
を
、
見
事

に
無
視
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

続
け
て
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ウ
ォ

l
レ
ス
副
大
統
領
ら
を
前
に
、
「
欧
州
評
議
会
（
ω
。。

g
a－
色
刷

g
g唱
。
こ
に
つ
い
て
語
っ
た
。
チ

ャ
ー
チ
ル
が
構
想
す
る
に
は
、
「
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
二
一
の
諸
国
や
連
合
（
の

g
p号
gzgω
）
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
評
議

（回）

会
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。
そ
の
中
で
も
、
強
大
な
フ
ラ
ン
ス
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。



こ
れ
は
、
将
来
の
ロ
シ
ア
の
勢
力
拡
張
を
想
定
し
た
、
勢
力
均
衡
的
な
地
政
学
的
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

「
地
図
上
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
と
の
聞
に
、
い
か
な
る
強
大
な
国
も
存
在
し
な
い
と
い
う
見
通
し
は
魅
力
的
で
は
な
い
」

か
ら
だ
。
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
が
大
国
と
な
り
強
大
な
存
在
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
が
そ
こ
に
一
定
の

国際連合創設への設計図

関
与
を
す
る
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
欧
州
評
議
会
が
こ
の
地
域
の
平
和
と
安
定
の
中
心
的
な
存
在
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
彼
の
考
え
で
は
、
欧
州
諸
国
は
「
欧
州
合
衆
国
（
S
o
d
E
Z
ι
ω
g
g
ω
え
関
口

g宮
）
」
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
地
域

評
議
会
に
お
い
て
そ
の
代
表
を
任
命
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
考
え
で
は
、
「
こ
の
分
野
で
は
、
ク
l
デ
ン
ホ
フ
H
カ
レ
ル
ギ

1
伯

（的）

爵
の
構
想
か
ら
、
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
地
域
主
義
的
な
秩
序
構
想
は
、

（剖）

ク
l
デ
ン
ホ
フ
H
カ
レ
ル
ギ
l
の
構
想
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

地
域
評
議
会
に
つ
い
て
触
れ
た
後
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
の
地
域
評
議
会
と
最
高
理
事
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た

D

チ
ャ

ー
チ
ル
の
構
想
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
利
害
を
持
つ
大
国
が
自
ら
の
位
置
す
る
地
域
の
地
域
評
議
会
で
中
心
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
も
、

も
し
も
そ
こ
で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
最
高
理
事
会
で
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
、
地
域
評
議
会
の
上
位
に
最
高
理
事
会
が
位

置
す
る
こ
と
に
な
る
。
欧
州
評
議
会
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
こ
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
は
確
保
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
関
与
な
し
で
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
は
難
し
い
と
考
え
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
に
し
て

い
か
な
る
大
国
と
い
え
ど
も
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
な

み
れ
ば
、
自
ら
の
利
害
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
地
域
で
な
け
れ
ば
、

い
と
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
主
義
的
な
理
念
に
基
づ
く
世
界
機
構
を
設
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
チ
ル
の
構
想
に
対
し
て
、
ウ
ォ

l
レ
ス
副
大
統
領
は
、
四
大
国
の
み
で
最
高
理
事
会
を
構
成
す
る
こ
と
に
、

（位）

他
国
は
容
易
に
は
納
得
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な
指
摘
に
対
し
て
チ
ャ
ー
チ
ル
は
あ
る
程
度
同
意
し
て
、
最

高
理
事
会
で
は
地
域
評
議
会
の
他
の
諸
国
も
ま
た
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
選
挙
に
よ
り
理
事
国
と
な
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
あ
く

（臼）

ま
で
も
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
世
界
理
事
会
に
お
け
る
「
三
脚
の
椅
子
」
を
想
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
欧
州
評
議
会
」
と
「
ア
ジ
ア
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評
議
会
」
と
「
ア
メ
リ
カ
評
議
会
」
で
あ
っ
た
。
地
域
評
議
会
こ
そ
が
、
最
高
理
事
会
を
支
え
る
中
心
的
な
柱
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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しh
0 

チ
ャ
ー
チ
ル
は
続
い
て
、
国
際
連
盟
の
教
訓
に
触
れ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
語
る
。
「
連
盟
が
失
敗
し
た
と
言
う
の
は
誤
り
で
す
。

む
し
ろ
加
盟
国
の
せ
い
で
、
連
盟
は
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
。

つ
ま
り
は
、
ど
れ
だ
け
良
い
機
構
を
創
っ
た
と
し
て
も
、
そ

こ
に
加
盟
す
る
諸
国
が
そ
れ
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
責
任
あ
る
大
国
が
し
っ
か
り
と
世
界
平
和
に
関
与
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
新
し
い
国
際
機
構
も
機
能
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
自
ら
の
理
念
を
吐
露
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
の
よ
う
な
戦
後
構
想
を
補
完
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、

英
米
間
の
「
友
愛
に
よ
る
連
帯

2
5
Z
B
m
z
g
R
U
t
g）
」
が
必
要
と
な
る
と
語
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
「
ア
メ
リ
カ
と
英
連
邦

と
の
間
で
友
愛
に
よ
る
連
帯
に
基
づ
い
て
協
力
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
世
界
の
希
望
を
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
」

（臼）

と
述
べ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
米
両
国
間
で
共
通
の
パ
ス
ポ
ー
ト
や
ビ
ザ
を
発
行
し
、
協
力
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
戦
後
平

和
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
た
か
っ
た
。
こ
れ
は
外
務
省
内
の
議
論
や
閣
議
の
了
承
と
は
無
関
係
の
、
チ
ャ
ー
チ
ル
個
人
の
「
ア
ン

グ
ロ
日
サ
ク
ソ
ン
主
義
」
と
し
て
の
強
い
信
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
「
な
ぜ
ア
ン
グ
ロ
H
サ
ク
ソ
ン
の
優

越
性
に
つ
い
て
申
し
訳
な
き
そ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
論
じ
、
「
世
界
の
そ
れ
以
外
の
諸
国
に
自
由
の
思

（国）

恵
を
送
り
届
け
る
た
め
に
、
二
つ
の
偉
大
な
ア
ン
グ
ロ
H
サ
ク
ソ
ン
文
明
国
が
結
束
す
る
」
使
命
を
説
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
力
強

ア
メ
リ
カ
側
の
参
加
者
は
強
い
印
象
を
受
け
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
翌
日
に
ロ

l
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と

ウ
ォ

l
レ
ス
副
大
統
領
と
会
談
を
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
世
界
を
牛
耳
ろ
う
と
す
る
可
能
性
に
つ

（侃）

い
て
、
彼
ら
が
懸
念
し
て
い
る
こ
と
」
に
気
が
つ
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と
副
大
統
領
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
熱
望
す
る
英
米
の

い
議
論
に
、

「
友
愛
に
よ
る
連
帯
」
に
は
必
ず
し
も
傾
倒
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

後
に
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
チ
ル
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
会
談
の
様
子
を
知
っ
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
は
、
憤
慨
し
た
。
自
ら
が
慎



重
に
慎
重
を
重
ね
て
外
務
省
内
で
多
様
な
意
見
を
集
約
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
れ
ら
を
ま
っ
た
く
省
み
る
こ
と
な
く
チ
ャ
ー
チ
ル
首

相
が
自
ら
の
粗
削
り
の
構
想
を
奔
放
に
ア
メ
リ
カ
政
府
に
伝
え
て
い
る
事
実
に
、
大
き
な
失
望
を
感
じ
た
。
六
月
一
五
日
に
ウ
ェ
ブ

ス
タ
l
は
日
記
で
、
「
こ
れ
ら
の
こ
と
は
信
じ
が
た
い
こ
と
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
「
外
務
大
臣
は
、
自
ら
が
そ
れ
に

つ
い
て
全
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
原
則
を
了
承
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
構
想
は
、
ク
リ
ッ
プ
ス
と
デ

（町）

イ
ヴ
ィ
ス
卿
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
で
あ
る
」

D

ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
が
閣
議
や
外
務
省
と
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
勝

手
に
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
も
の
ご
と
を
決
め
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ウ
ェ
ア
ス
タ
ー
は
記

す
。
「
彼
が
容
赦
な
く
そ
の
よ
う
な
決
定
を
行
っ
て
し
ま
い
、
彼
に
立
ち
向
か
う
人
物
が
誰
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ろ
し
い

（伺）

こ
と
で
あ
る
」
。
イ
l
デ
ン
外
相
や
ジ
ェ
ブ
局
長
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

l
の
苛
立
ち
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
見
解

も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
最
終
的
な
文
書
を
ま
と
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
戦
時
内
閣
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
っ
て
支
配

さ
れ
て
い
た
の
だ
。

七
月
一
日
に
は
、
こ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
戦
後
構
想
に
応
え
る
か
た
ち
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
、
イ
l
デ
ン
外
相
が
提
出
し

（的）た
。
そ
こ
で
は
チ
ャ
ー
チ
ル
の
国
連
構
想
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
構
想
へ
の
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト
が
な
さ

れ
て
い
る
。
イ

1
デ
ン
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
ま
も
な
く
自
ら
が
戦
時
内
閣
に
提
出
す
る
予
定
の
、
国
連
構
想
に
つ
い
て
の
新
し

国際連合創設への設計図

い
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
妨
害
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
発
言
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
反
対
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
半
年
間
の
丁
寧
な
改
訂

作
業
が
す
べ
て
水
泡
に
帰
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
た
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
他
方
で
チ
ャ
ー
チ
ル
の
粗
雑
な
国
連
構

想
を
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
政
府
の
方
針
と
す
る
こ
と
は
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
治
領
諸
国
や
そ
の
他
の

小
園
、
中
立
国
、
そ
し
て
地
域
ご
と
の
複
雑
な
事
情
へ
の
配
慮
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
構
想
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
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イ
1
デ
ン
外
相
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
国
連
構
想
に
触
れ
な
が
ら
、
自
ら
が
同
意
す
る
箇
所
に
つ
い
て
網
羅
的
に
触
れ
て
い
る
。
チ

ャ
ー
チ
ル
の
構
想
は
必
ず
し
も
、
外
務
省
で
起
草
さ
れ
つ
つ
あ
る
構
想
と
す
べ
て
の
点
で
背
反
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
的

な
方
針
に
お
い
て
、
多
く
の
点
で
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
後
に
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
イ
l
デ
ン
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は
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
考
え
る
「
欧
州
評
議
会
」
構
想
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
多
数
の
欧
州
諸
国
お
よ
び
い
く
つ
か
の
小
国
を
束
ね
た
「
連
合
（

g
巳
包
2
色。
5
）
」
が
集
ま
っ
て
「
欧
州
評
議

会
」
を
構
成
し
、
そ
の
代
表
が
「
世
界
理
事
会
」
に
席
を
持
つ
構
想
を
描
い
て
い
た
。
イ
1
デ
ン
の
場
合
は
、
ジ
ェ
ブ
や
ウ
ェ
ブ
ス

タ
l
の
提
言
に
基
づ
き
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
の
「
三
大
国
」
の
協
力
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
安
定
を
求

（冗）

め
る
意
向
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
外
務
省
内
で
す
で
に
起
草
し
て
い
た
新
し
い
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
に
了
承
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。
イ

I
デ
ン
外
相
の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て
、

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
イ
l
デ
ン
の
進
め
て
い
る
起
草
作
業
を
正
面
か
ら
妨
害
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
国
連
機
構
構
想

「
平
和
の
組
織
化
の
た
め
の
国
連
構
想
」

一
九
四
三
年
六
月
三

O
日
、
ジ
ェ
ブ
経
済
復
興
局
長
は
政
府
内
の
多
様
な
意
見
を
集
約
し
て
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
改
訂
し
た
新

し
い
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
イ
l
デ
ン
外
相
に
提
出
し
た
。
そ
の
半
年
前
の
一
月
一
六
日
に
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
際
に
は
、
「
国
連
構
想

（巴巳宮内田

z
g
Z
5
2
8）
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
「
平
和
と
福
祉
の
組
織
化
の
た
め
の
国
連
構
想
（

CEZι

z
a
z
g
E
S
宏
之
）
お
S
Eロ尚一
F
R
o
g色
巧
己
診
お
）
」
と
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
そ
こ
か
ら
「
福
祉
」
と
い
う

言
葉
が
抜
け
落
ち
、
最
終
的
な
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
確
定
す
る
。
ジ
ェ
ブ
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ

（ー）



ム
は
、
そ
の
ま
ま
イ
l
デ
ン
を
通
じ
て
閣
議
に
て
他
の
閣
僚
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ブ
は
こ
の
半
年
間
で
、
外
務
省
幹
部
か
ら
自
治
領
省
高
官
、
さ
ら
に
は
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
見
解
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
さ

国際連合創設への設計図

ま
ざ
ま
な
戦
後
構
想
を
集
約
し
て
、
さ
ら
に
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
か
ら
の
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
も
反
映
し
て
、
幅
広
い
了
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
作
成
す
る
努
力
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
重
要
で
あ
っ
た
の
が
、
大
国
間
協
調
の
論
理
を
い
か

に
し
て
小
国
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
構
想
へ
と
修
正
す
る
か
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ブ
は
述
べ
る
。
「
一
般
論
と
し
て
そ
こ
で
は
、

世
界
大
国
に
よ
る
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
と
い
う
論
理
と
、
小
国
の
自
立
性
と
感
受
性
へ
の
留
意
と
い
う
、
二
つ
の
論
理
を
整
合
さ

せ
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
全
体
と
し
て
は
、
疑
い
な
く
後
者
よ
り
も
前
者
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

（泊）

見
解
の
違
い
は
、
私
の
考
え
で
は
本
質
的
に
や
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
、
全
般
的
に
避
け
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
」
。

七
月
七
日
、
イ
l
デ
ン
外
相
の
了
解
を
得
て
い
よ
い
よ
こ
の
ジ
ェ
ブ
が
用
意
し
た
新
し
い
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
戦
時
内
閣
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
「
平
和
の
組
織
化
の
た
め
の
国
連
構
想
（
d
E
Z
ι
z
a
Z
5
2
8
rス
）
同
窓
口
Z
E
m
P
R
O）」

で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
半
年
間
の
慎
重
な
改
訂
作
業
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
三
カ
月
半
後
の
モ
ス
ク
ワ
四
国
宣
言

お
よ
び
一
年
後
の
ダ
ン
バ

l
ト
ン
・
オ
l
ク
ス
会
議
に
お
い
て
議
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の

構
想
が
国
際
社
会
に
お
い
て
大
幅
に
受
け
入
れ
ら
れ
そ
の
土
壌
と
な
る
画
期
を
意
味
し
た
。
ジ
ェ
ブ
や
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
起

草
さ
れ
た
こ
の
国
連
設
立
構
想
は
、
実
際
に
実
現
可
能
な
骨
格
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
重
要
な
前
提
と
し
て
多
く
の

人
び
と
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
前
半
部
分
で
新
た
に
設
立
す
る
「
国
連
機
構
」
の
概
要
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
半
部
分
で
は
チ
ャ
ー

チ
ル
首
相
が
提
案
す
る
「
地
域
評
議
会
」
体
制
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
大
西
洋
憲
章
の
理
念
に
つ
い
て
そ
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
後
に
、
大
国
主
導
で
国
連
機
構
を
設
立
す
る
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
「
連
合
国
の
中
で
、
世

界
大
国
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
責
任
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
な
い
な
ら
ば
、
連
合
国
間
の
国
際
協
調
が
十
分
な
一
体
性
や
安
定
性
を
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も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
か
ら
だ
。
大
国
が
十
分
に
責
任
を
受
け
入
れ
な
い
な
ら
ば
、
世
界
は
脆
弱
な
勢
力
均
衡
へ
と
回

帰
す
る
こ
と
に
な
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
危
険
な
敵
対
関
係
が
浮
上
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
次
の
部
分
で
は
、
「
四
大
国
」
の
役
割
の
重
要
性
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
連
邦
（
よ
り
正
確
に
特
定
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す
る
な
ら
ば
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
不
可
欠
と
な
り
、
さ
ら
に
は
「
そ
の
膨
大
な
国
土
、
人
口
、

（九）

そ
し
て
潜
在
的
な
発
展
の
観
点
か
ら
も
、
中
国
も
ま
た
世
界
大
国
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
論

理
は
、
ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
議
論
の
前
提
と
し
て
い
た
「
四
大
国
」
構
想
に
基
づ
い
て
い
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ゆ
え
に
、

国
連
の
枠
組
み
の
中
で
行
動
す
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
四
大
国
と
い
う
概
念
を
、
い
か
な
る
世
界
機
構
の
計
画
に
お
い
て
も
そ
の
基
礎

と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
」
。
さ
ら
に
は
こ
の
「
四
大
国
」
に
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
も
ま
た
将
来
に
世
界
大
国
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る

必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

続
い
て
、
「
国
連
構
想
」
に
お
け
る
中
核
的
な
執
行
機
関
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
ま
ず
第
一
に
、
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
フ
ラ
ン
ス
も
ま
た
構
成
田
と
な
る
よ
う
な
、
世
界
理
事
会
（
ω
当
2
5
n。
SE

（河）

。
口
）
が
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
ジ
ェ
ブ
の
考
え
る
「
国
連
構
想
」
の
核
心
に
あ
た
る
部
分
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
続
い
て
、
「
こ
れ
ら
諸
国
の
他
に
も
、
地
域
的
な
基
礎
に
基
づ
い
て
選
出
さ
れ
る
小
国
の
代
表
も
ま
た
そ
こ

に
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
国
に
も
大
き
な
役
割
を
与
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
ウ
ェ
ブ
ス

（河）

タ
l
教
授
の
提
言
が
鮮
や
か
に
反
映
さ
れ
た
証
左
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
世
界
理
事
会
で
の
票
決
方
法
に
も
触
れ
て
い
る
。
「
当
然
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
議
題
に
対
す
る
決
定
は
、

（円）

世
界
大
国
の
全
会
一
致
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
れ
は
後
の
「
拒
否
権
」
の
起
源
と
も
い
え
る
思
想
で
あ
る
。
ま
た

「
小
国
は
、
理
事
会
に
お
い
て
意
見
表
明
の
適
当
な
機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
決
定
を
す
る
場
合
の
影
響
力
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
。



こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
七
月
の
新
し
い
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
従
来
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
小
国
へ
の
配
慮
が
色
濃

く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
提
言
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
自
治
領
相
の
ア
ト
リ
l
副
首
相
の
要
望
で
も
あ

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
一
国
が
す
べ
て
の
自
治
領
諸
国
の
意
見
を
代
弁
し
て
、
他
の
自
治
領
諸
国
が
「
世
界
理
事
会
」
で
い
っ
さ
い
影
響

力
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
は
、
自
治
領
諸
国
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

ア
ト
リ
l
副
首
相
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首

相
に
比
べ
て
は
る
か
に
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
政
治
観
を
有
し
て
お
り
、
中
小
国
の
役
割
に
大
き
な
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（ニ）

「
欧
州
評
議
会
」
と
地
域
主
義
の
構
想

こ
の
イ
l
デ
ン
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
後
半
で
は
、
国
連
構
想
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
極
東
地
域
で
の
地
域
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
後
に
は
、
地
域
主
義
一
般
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
ブ
の
国
連
構
想
の
根
幹
に
は
、
い
か
に
し
て
ド
イ
ツ
と
日
本
の
軍
国
主
義
の
再
来
を
防
ぐ
か
に
つ
い
て
の
強
い
関
心
が
見
ら
れ

（河）る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
が
依
然
と
し
て
激
し
い
戦
闘
を
行
っ
て
い
る
一
九
四
三
年
半
ば
の
時
点
で
こ
の
文
書
が
書
か
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
十
分
に
理
解
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
軍
事
大
国
の
脅
威
こ
そ
が
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
圧

倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

国際連合創設への設計図

こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
侵
略
の
再
現
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
l
シ
ョ
ン
ズ
」
と
し
て

結
束
し
、
そ
れ
を
保
証
す
る
国
際
機
構
を
新
た
に
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
極
東
の
地
域
で

は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
対
策
と
体
制
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
に
チ
ャ
ー
チ
ル
の
提
案
す
る
「
欧

州
評
議
会

g
n
g
Rロ
え
関
口

g宮
）
」
と
「
ア
ジ
ア
評
議
会
官
。
。

5
色
え
kram）
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域

評
議
会
は
、
な
に
に
も
増
し
て
、
ド
イ
ツ
や
日
本
の
侵
略
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
重
要
な
保
証
で
も
あ
っ
た
。

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
国
連
構
想
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
ヨ

l
ロ
ッ

117 

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
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パ
で
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
将
来
の
戦
争
の
原
因
を
考
え
る
上
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
は
極
東
よ
り
も
潜
在

（河）

的
に
よ
り
危
険
で
あ
る
」
。
ド
イ
ツ
に
よ
る
将
来
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
連
合
国
間
の
具
体
的
な
協
力
関
係
の
構
築
が
不
可
欠

118 

で
あ
る
。
「
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
主
要
な
三
つ
の
連
合
国
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
共
同
占
領
は
、
戦
後
初
期
の
段
階
で
ド
イ
ツ
の
経
済

機
構
へ
の
き
わ
め
て
強
い
管
理
と
と
も
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
の
よ
う
な
対
独
強
硬
論
に
は
、
ジ
ェ
ブ
の
考
え
の
強

い
影
響
が
見
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
抑
制
す
る
こ
と
が
、
彼
の
戦
後
構
想
の
本
質
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
他
方
で
そ
の
後
に
、

東
欧
の
地
域
で
小
国
を
集
め
た
「
連
合
（

8
巳
色
。

szgω
）
」
を
成
立
さ
せ
て
地
域
の
安
定
化
を
目
指
す
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
前
述
の
一
九
四
三
年
二
月
に
示
さ
れ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
の
「
朝
の
思
索
」
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
初
期
の
段
階
で
国
連
は
「
国
連
欧
州
委
員
会
（
5
0
C
E
Z
ι
Z中

江。ロ
ω
。。
B
S
－g
Zロ
含
『
明
信
号
宮
）
」
を
設
立
し
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
防
ぐ
た
め
の
連
合
国
間
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
は
、
こ
の
機
構
は
「
欧
州
評
議
会
」
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、

そ
し
て
、

こ
の
「
欧
州
評
議
会
」
は
ど
の
よ
う
な
構
成
国
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
は
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
な
い
が
、
時
間
の
推
移

「
欧
州
評
議
会
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

と
と
も
に
そ
こ
で
は
ド
イ
ツ
が
、
現
在
の
戦
争
に
お
い
て
武
力
を
用
い
て
一
時
的
に
確
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
覇
権
を
、
平
和
的

（剖）

に
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
。
す
な
わ
ち
、
「
三
大
国
」
は
「
欧
州
評
議
会
」
の
保
護
者
と
な
っ
て
、
ド
イ
ツ
が
大
国
と
し

て
経
済
復
興
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
平
和
が
根
付
く
こ
と
を
背
後
か
ら
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
考
え
る
「
欧
州
評

議
会
」
の
理
念
は
、
ジ
ェ
ブ
の
手
に
よ
っ
て
国
連
構
想
の
計
画
の
中
で
し
か
る
べ
き
位
置
を
得
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
「
地
域
主
義
」
一
般
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
主
義
が
国
連
構
想

の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
か
に
つ
い
て
は
、

一
九
四
二
年
の
秋
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
の
閣
議
に
お
い
て
も
大
き
な
議
論
の
焦
点



い
わ
ば
、
普
遍
主
義
的
な
戦
後
構
想
と
、
地
域
主
義
的
な
戦
後
構
想
と
の
対
時
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
自

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
国
は
自
国
の
利
益
に
結
び
つ
い
た
地
域
の
み
に
関
心
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
ら
、
普
遍
主
義
的
な
世
界
機
構
が

実
効
的
に
機
能
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
た
。
む
し
ろ
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
地
域
ご

と
に
地
域
機
構
を
確
立
す
る
必
要
を
説
い
て
い
た
。
こ
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

「
一
般
的
に
論
じ
て
、
地
域
的
な
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
は
、
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て

（剖）

い
る
。
「
地
域
的
グ
ル
ー
プ
」
の
論
理
を
擁
護
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
あ
ら
ゆ
る
世
界
大
国
と
と
も
に
世
界
全
体
の
安
全
保
障
に
責

任
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
と
論
じ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
伝
統
に
基
づ
い
て
西
半
球
の
問
題
の
み
に
関
心

を
と
ど
め
て
し
ま
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
関
与
を
拒
否
す
る
可
能
性
を
念
頭
に
置
い
て
の
文
言
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
地
域
主
義
に

過
度
に
傾
斜
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
の
戦
後
構
想
を
柔
ら
か
く
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
な
っ
て
い
た
。

国際連合創設への設計図

そ
の
よ
う
な
議
論
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
こ
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
地
域
機
構
を
新
た
に
設
立
し
、
ま
た
大
西
洋
や
太
平

洋
な
ど
地
域
ご
と
に
防
衛
体
制
を
確
立
す
る
意
義
を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
ド
イ
ツ
と
日
本
に
対
す
る
安
全
を
維
持
す
る

こ
と
を
主
要
な
目
的
と
す
る
、
二
つ
の
地
域
体
制
が
存
立
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
西
洋
体
制
で
は
、

「
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
い
く
つ
か
の
欧
州
沿
岸
諸
国
（
デ
ン
マ
ー
ク
を
含
め
る
）
と
カ
ナ
ダ
」
が
、
共
同
防
衛
を
担

（位）

う
た
め
に
地
域
的
防
衛
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
他
方
で
極
東
で
の
日
本
に
対
す
る
地
域
防
衛
体
制
に
つ
い
て
は
、

明
確
な
枠
組
み
を
描
い
て
は
い
な
い
。
太
平
洋
で
の
地
域
防
衛
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
大
西
洋
体
制
」
を
形
成
す

る
こ
と
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
大
き
な
困
難
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
「
世
界
理
事
会
」
に
各
地
域
か
ら
の
代
表
が
選
出
さ
れ
る
可
能
性
に
も
触
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
「
朝

の
思
索
」
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
媛
昧
な
か
た
ち
で
触
れ
て
い
た
点
で
、
ジ
ェ
ブ
や
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
頭
を
抱
え
て
い
た
難
題
で
あ
っ
た
。

閣
議
に
お
い
て
そ
れ
を
取
り
仕
切
る
の
は
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
で
あ
っ
て
、
彼
の
了
解
が
な
け
れ
ば
こ
の
文
書
が
政
府
の
方
針
と
な
る

119 



こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
起
草
し
た
ジ
ェ
ブ
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
チ
ャ
ー
チ
ル
の
構
想
を
前
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向
き
に
取
り
入
れ
よ
う
と
努
力
を
し
て
い
た
。

ジ
ェ
ブ
の
努
力
も
あ
っ
て
、
こ
の
七
月
七
日
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
記
さ
れ
た
方
向
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
方
針
が
収
束
し
て
い
く
。

こ
の
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
方
針
を
基
礎
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
政
府
や
ソ
連
政
府
な
ど
と
も
交
渉
を
本
格
的
に
開

始
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
四
五
年
六
月
の
国
連
憲
章
調
印
に
至
る
ま
で
に
は
、
あ
と
い
く
つ
も
の
山
を
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
も
ジ
ェ
ブ
を
中
心
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
の
後
も
国
連
創
設
へ
向
け
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
続
け
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
は
、
国
連
創
設
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
役
割
を
回
顧
し
な
が
ら
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

l
教
授
と
の
「
実
り

多
い
共
同
作
業
が
、
将
来
の
世
界
機
構
へ
向
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
の
基
礎
を
形
づ
く
っ
た
と
、
適
切
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

（部）

よ
う
な
一
連
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
帰
結
し
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
活
動
的
で
壮
大
な
構
想
を
描
く
外
交
官
の
ジ
ェ
ブ
と
、
豊
か
な
外

交
史
の
知
識
に
基
づ
い
て
助
言
を
行
う
高
名
な
外
交
史
家
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
と
の
信
頼
関
係
は
、
外
交
実
務
の
世
界
で
は
め
ず
ら
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
外
交
と
は
本
質
的
に
知
的
な
活
動
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
な
視
座
か
ら
長
期
的
な
展
望
を

行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
二
人
が
麗
し
い
相
互
補
完
関
係
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
は
決
し
て
不
自
然

な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
長
期
的
な
政
策
を
立
案
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
は
重
要
な
意
義
を
持
っ

て
い
た
。
こ
の
両
者
の
協
力
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
準
備
し
た
国
連
構
想
は
幅
広
い
理
解
と
支
持
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
他
国
に
よ
っ
て
受
入
れ
可
能
な
優
れ
た
文
書
に
帰
結
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
大
国
中
心
主
義
的
な
視
点
が
強



す
ぎ
る
ジ
ェ
ブ
の
み
の
作
業
で
は
、
得
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
の
共
同
作
業
は
、
外
務
事
務
次
官
の
カ
ド
ガ
ン
や
外
務
大
臣
の
イ
l
デ
ン
の
支
持
を
得
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
外
務
省
内
で
確
固
た
る
位
置
を
約
束
さ
れ
て
い
た
。
カ
ド
ガ
ン
は
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
で
一

O
年
ほ
ど
国
際
連

盟
担
当
の
職
務
に
就
い
た
経
験
を
有
し
、
他
方
で
イ
l
デ
ン
は
戦
前
に
国
際
連
盟
担
当
相
の
立
場
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
豊
富
な
活
動

経
験
を
有
し
て
い
た
。
イ
l
デ
ン
外
相
や
カ
ド
ガ
ン
次
官
が
優
れ
た
外
交
的
な
見
識
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
作
業
の
重
要
性
を
理
解
し

て
い
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
新
し
い
国
際
機
構
創
設
へ
向
け
た
こ
の
二
人
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
そ
の

必
要
性
へ
の
確
固
た
る
信
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
な
し
に
は
、
ジ
ェ
ブ
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
は
政
府
の
方
針
を
方

向
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

外
交
史
家
が
つ
ね
に
、
実
際
の
外
交
政
策
立
案
の
過
程
で
大
き
な
役
割
を
担
え
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
あ
く
ま
で
も
戦
時
中
に

歴
史
的
な
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
、
新
し
い
国
際
機
構
設
立
の
制
度
設
計
を
す
る
と
い
う
文
脈
の
中
で
こ
そ
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

1
は
自

（剖）

ら
の
外
交
史
家
と
し
て
の
幅
広
い
知
識
と
理
解
を
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
三
年
七
月
に
、
こ
の
二
人
が
優

れ
た
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
作
成
し
、
そ
れ
が
イ
l
デ
ン
外
相
に
よ
っ
て
戦
時
内
閣
に
提
出
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
後
に
は
イ
ギ
リ
ス

国際連合創設への設計図

政
府
は
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
に
向
か
っ
て
そ
の
意
義
を
説
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
半
世
紀
を
超
え
て
永
続
す
る
国
際
機

構
を
設
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
綴
密
で
周
到
な
計
画
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（

1
）
司
－

p
pヨ。
E
m
g品
開
・
』
・
国

c
m
v
g
h
pぬ尽句同ミ一
5
8
b笠。
S
H
u
n
Eる句尽．
3
h急
、
憲
吉
岡
ミ

S
丸
町
営
安
凡
な
弘
容
－

S
選句

NSMWlNMWAS
（円。足。ロ
u

冨
mW2E
宮
内
日
間

$
0
1
8
p
忌
誌
）
司
・

5
・

（

2
）
パ
リ
講
和
会
議
で
の
戦
後
構
想
を
め
ぐ
る
ウ
ェ
ブ
ス
タ
l
教
授
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
細
谷
雄
一
「
『
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
』

か
ら
シ
ュ

l
マ
ン
・
プ
ラ
ン
へ
一
九
一
九

l
五
O
年
｜
｜
世
界
戦
争
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
細
谷
雄
一
編
『
イ
ギ
リ
ス
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T
h
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d
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in

Christopher Hill a
n
d
 P
a
m
e
l
a
 Beshoff (eds.), 

T
w
o
 Worlds of Inte1

’national Relations: academics，ρ
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the trade in ideas (London: Routledge, 1994) pp.40-53. 
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T
h
e
 National Archives (TNA), CAB66/38/50, W.P.(43)300, 7

 July 1943, m
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 b
y
 A
n
t
h
o
n
y
 Eden, 

“United Nations Plan for Organising Peace
”；

Reynolds a
n
d
 Hughes, The Historian as D

か
lomat,

p.19. 

（叩）
Charles K. Webster, The Congress of Vienna (London: Foreign Office, 1919) pp.iii-iv; Erik Goldstein, Wzn-

ning the Peace: British Diplomatic Strategy, Peace Planning, a
n
d
 the Pa1

’is 
Peace Conference, 1

9
1
6

申
1
9
2
0
(Oxford: 

Oxford University Press, 1991) p.40
；
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oo) 
T
N
A
,
 F
0
3
7
1
β
1
5
1
4
,
 U803/27/70, m

e
m
o
r
a
n
d
u
m
 b
y
 Nigel Ronald, S

e
p
t
e
m
b
e
r
 17, 

1942
，“

A
n
n
e
x
 2: 

Foreign 

Research a
n
d
 Press Service

”． 

(
 
~
）
 

A
p
p
e
n
d
i
x
 to Charles W

e
b
s
t
e
r
，“

Short Report of Visit to the Universities a
n
d
 Other Organizations of the 

United States, M
a
r
c
h
 31st-May 15th, 

1941
”，

Webster Papers, 8/13, British Library of Politics a
n
d
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Sci-

ences, London; Reynolds a
n
d
 Hughes, The Historian as Diplomat, p.13. 

（

THEN）恥ZW諸国祢患が出
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（ヨ）
Charles W

e
b
s
t
e
r
，“

Short Report of Visit to the Universities a
n
d
 Other Organizations of the United States, 

M
a
r
c
h
 31st-May 15 へ

1941
”，
W
e
b
s
t
e
r
Papers, 8/13. 

(::::) 
Charles W

e
b
s
t
e
r
 to Halifax, M

a
y
 14, 1941, W

e
b
s
t
e
r
 Papers, 8/13. 

（出）
Reynolds a

n
d
 Hughes, T

h
e
 Historian as D

か
lomat,

pp.16-7. 

（ロ）
Charles W

e
b
s
t
e
r
 Diaries, 31 A

u
g
u
s
t
 1942, vol.IO, W

e
b
s
t
e
r
 Papers, Section 29. 

（ヱ）
Charles W

e
b
s
t
e
r
 Diaries, 

24 S
e
p
t
e
m
b
e
r
 1942, 

vol.IO, 
W
e
b
s
t
e
r
 Papers, 

Section 29; 
T
N
A
,
 F0371/31499, 

U1019/26/72, m
i
n
u
t
e
 b
y
 Jebb, 25 S

e
p
t
e
m
b
e
r
 1942; Reynolds a

n
d
 H
u
g
h
e
s
,
 T
h
e
 Historian as Diplomat, p.17. 

（出）
Ibid. 

（ヨ）
T
N
A
,
 F0371/31499, U1019/26/72, m

i
n
u
t
e
 b
y
 Nigel Ronald, 5

 October 1942. 

（口）
T
N
A
,
 F0371/31499, U1019/26/72, m

i
n
u
t
e
 b
y
 Jebb, 19 October 1942. 

（
~
）
 

Ibid. 

（含）
T
N
A
,
 F0371/31499, U1019/26/72, m

i
n
u
t
e
 b
y
 O
r
m
e
 Sargent, 28 October 1942. 

（只）
T
N
A
,
 F0371/31499, Ul763/26/72, Jebb to Sargent, 4

 January 1943. 

（尽）
T
N
A
,
 F0371/31499, Ul763/26/72, L

o
r
d
 Astor to Eden, 9

D
e
c
e
m
b
e
r
1
9
4
2
.
 

（討）
T
N
A
,
 F0371/31499, U1763/26/72, E

d
e
n
 to L

o
r
d
 Astor, 2

4
D
e
c
e
m
b
e
r
1
9
4
2
.
 

（
~
）
 

T
N
A
,
 F0371/31499, U1763/26/72, m

i
n
u
t
e
 b
y
 L
o
r
d
 Hood, 1

5
D
e
c
e
m
b
e
r
1
9
4
2
.
 

（お）
Reynolds a

n
d
 Hughes, T

h
e
 Historian as Diplomat, p.18. 

（
~
）
“

Political a
n
d
 Procedural P

r
o
b
l
e
m
s
 of the Armistices of 1918

”，
January 31, 

1942
；“
A

 N
o
t
e
 o
n
 the W

o
r
k
i
n
g
 

of the S
u
p
r
e
m
e
 W
a
r
 Council, 1917-18

”，
F
e
b
r
u
a
r
y
 1943

；“
S
o
m
e
 Considerations o

n
 the T

i
m
e
 Table a

n
d
 Instru-

m
e
n
t
s
 of P

e
a
c
e
-
M
a
k
i
n
g
”；“

S
o
m
e
 Considerations o

n
 the Guidance to b

e
 Obtained f

r
o
m
 the Procedure of the 

P
e
a
c
e
-
M
a
k
i
n
g
 of 1918-20

”，
M
a
r
c
h
 24, 

1943
；“

T
h
e
 P
r
o
b
l
e
m
 of a

 Preliminary Settlement, 1918-19
”；“

Mainte-

nance of O
r
d
e
r
 in E

u
r
o
p
e
 1918-19

”，
25 M

a
y
 1943, W

e
b
s
t
e
r
 Papers, 11/1. 

（お）
Reynolds a

n
d
 Hughes, T

h
e
 Historian as D

争
lomat,

p.18. 
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（お）
G
l
a
d
w
y
n
 Jebb, T

h
e
 M
e
m
o
i
r
s
 of L

o
r
d
 Gladu抑

（
London:

Weidenfeld and Nicolson, 1972) p.120. 

（お）
Ibid. 

（お）
Ibid. 

(
g
)
 
Ibid., 

p.119; 
Sean G

r
e
e
n
w
o
o
d
,
 Titan at 

the 
Foreign Office: 

Gladwyn Jebb a
n
d
 the 

Shaping of the M
o
d
e
r
n
 

W
o
r
l
d
 (Leiden: Martinus Nijhoff, 2008) p.164.

ム
ヤ

入
出

一
掃

単
e
鋸
維
持
手
怯
纏

!l
0
エいさ：！

,. 
Arnold J. 

Toynbee, 

“Proposed T
e
r
m
s
 of Reference E

x
p
a
n
d
e
dぺ

2
9
A
u
g
u
s
t
1
9
4
0
,
Webster Papers, 8/10 ~

紘
嬰

!l場
会
£
ν
エ

r-0。

（お）
Greenwood, Titan at the Foreign Q

が
ce,

p.163. 

（
~
）
 

Foreign Research a
n
d
 Press Service

，“
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 o
n
 the Causes of the Failure of the L

e
a
g
u
eぺ

11

January 1943, Webster Papers, 11/6. 

（沼）
Reynolds a

n
d
 Hughes, T

h
e
 Historian as D

争
lomat,

p.19. 

（詰）
Foreign Research a

n
d
 Press Service

，“
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 o
n
 the Causes of the Failure of the L

e
a
g
u
eぺ

11

January 1943, Webster Papers, 11/6. 

（同）
T
N
A
,
 C
A
B
6
6
β
3
/
3
1
,
 W.P.(43)31, m

e
m
o
r
a
n
d
u
m
 b
y
 E
d
e
n
，“

T
h
e
 United Nations Plan

”；
A
n
t
h
o
n
y
 Eden, T

h
e
 

Reckoning: T
h
e
 E
d
e
n
 M
e
m
o
i
r
s
 (London: 

Cassell, 
1965) 

p.366; 
T
N
A
,
 CAB66/33/44, 

W.P.(43)44, 
January 28, 

1943, m
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 b
y
 Clement Attlee

，“
T
h
e
 United Nations Plan”． 

（涜）
T
N
A
,
 F0371/35396, U1823/402/70, 23 M

a
r
c
h
 1943, m

e
m
o
r
a
n
d
u
m
 b
y
 Jebb

，“
Suggestions for a

 Peace Set-

tlement
”；
Reynolds a

n
d
 Hughes, T

h
e
 Historian as Diplomat, p.19. 

（
~
）
 

Greenwood, Titan at the Foreign Office, pp.167-8; Jebb, T
h
e
 M
e
m
o
i
r
s
 of L

o
r
d
 Gladwyn, pp.120-1. 

（綜）
T
N
A
,
 F0371/35396, Ul823/402/70, 27 April 1943, minute b

y
 Ronald. 

（お）
T
N
A
,
 F0371/35396, U2066/402/70, 6

 M
a
y
 1943, 

note b
y
 Professor Webster

，“
S
o
m
e
 Considerations o

n
 a

 

United Nations Organization
”；
minute b

y
 Jebb, 1

0
M
a
y
1
9
4
3
.
 

（
~
）
 

T
N
A
,
 F0371/35396, U2066/402/70, 6

 Ma
y
 1943, 

note b
y
 Professor Webster

，“
S
o
m
e
 Considerations on a

 

United Nations Organization ”． 

（

THgN）恥H網苫MhE糾地’
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（弓）
Reynolds a

n
d
 Hughes, T

h
e
 Historian as D

か
lomat,

p.19. 

（句）
T
N
A
,
 F0371/35396, U2066/402/70, 6

 M
a
y
 1943, 

note b
y
 Professor W

e
b
s
t
e
r
，“

S
o
m
e
 Considerations o

n
 a

 

United Nations Organization
”． 

（句）
Ibid. 

（事）
Ibid. 

（甲）
Ibid. 

（事）
T
N
A
,
 F0371/35396, U2066/402/70, minute b

y
 Jebb, 10 M

a
y
 1943. 

（与）
T
N
A
,
 F0371/35396, U2196/402/70, 13 M

a
y
 1943, record of meetings held b

y
 E
d
e
n
 o
n
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a
y
 to consider 

the latest revise of the United Nations Plan. 

（写）
Ibid. 
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~
）
 

Ibid. 

（包）
Ibid. 

（巴）
Ibid. 

（岱）
T
N
A
,
 F0371/35396, U2196/402/70, 13 M

a
y
 1943, m

e
m
o
r
a
n
d
u
m
 b
y
 Jebb

，“
Suggestions for a

 Peace Settle-

m
e
n
t
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(f;S) 
T
N
A
,
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15 J
u
n
e
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m
e
m
o
r
a
n
d
u
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 b
y
 Attlee
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f
h
e
 Relation of 

the British 

C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
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o
s
t
-
W
a
r
 International Political Organization
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Ibid. 
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 Churchill a
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journal of Contemporary History ,vol.9, no.4 (1974) pp.177-194 ~
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W
a
r
 防

lume
I
V
 (London: Cassell, 

1950), 
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